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平成２０年３月１４日 

各   位 
 

会 社 名 日 本 証 券 金 融 株 式 会 社

代表者名 取 締 役 社 長 増 渕   稔

（コード番号 ８５１１  東証第１部）

問合せ先 総 務 部 長 前 田 和 宏

（ T E L．０３－３６６６－３１８４）

 
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、本年２月４日に公表した平成２０年３月期（平成１９年４月１日～

平成２０年３月３１日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、個別の業績予想に変更はありません。 
 

記 
 
１．平成２０年３月期の通期連結業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

 
営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 

前回発表予想 

 

(A)

百万円

50,000 

百万円

8,000 

百万円

8,500 

百万円 

  4,800 

 

  48 円 55 銭

今回修正予想 (B) 50,000 8,000 8,500 △1,200 △12 円 14 銭

増 減 額 (B-A) ― ― ― △6,000 △60 円 69 銭

増 減 率 (%) ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

(平成１９年３月期) 
43,523 9,642 9,447   4,155   42 円 09 銭

 
２．修正の理由 
当社完全子会社である日証金信託銀行株式会社（以下「日証金信託」という。）が保有する    

ＣＤＯ（債務担保証券）は、最近の国際的な信用収縮の広がりの影響を受け、その時価の算出にあ

たって参考にしている販売元証券会社が提示する価格が、本年２月以降大幅に下落しております。 
日証金信託が保有するＣＤＯは４銘柄（元本合計１６０億円）あり、これらはサブプライムロー

ンを原資産とするものではありませんが、このうち３銘柄（元本合計１２０億円）に２月末時点で

約５６億円の評価損が発生しており、当期末に評価替えをして減損処理を行う公算が強まったため、

予想数値の修正を行うものです。 
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日証金信託の今後の業務運営にあたっては、引き続き親会社である当社が財務基盤や資金調達面

を含め全面的にバックアップしてまいります。また、こうしたＣＤＯの評価替えを実施した場合で

も、日証金信託の当期末の自己資本比率は９％以上を確保する見込みであります。 
 
なお、期末配当予想１３円（年間２６円）の変更はありません。 
 

以  上 


